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令和５年度 西小学校学校教育アンケート結果（令和５年１２月実施集計） 

ふじみ野市立西小学校 

校 長  榎 本  崇 

 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。また、ご多用の中、

学校教育アンケートにお答えいただきありがとうございました。保護者と児童のアンケート結果を報告

いたします。 

 

保護者アンケート結果Ａそう思う Ｂだいたいそう思う Ｃあまりそう思わない Ｄそう思わない 

  

１ 子供は、あいさつがよくで

きる。 

２ 子供は、相手の気持ちを考

えることができる。 

３ 子供は、素直に「ありがと

う」が言える。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつは引き続き本校の課題

の一つです。学校と家庭が協力

し、あいさつのよさを実感し、気

持ちのよいあいさつができる子

供を育成していきましょう。 

豊かなコミュニケーションを図

るうえで相手の気持ちを考える

ことは重要です。他者と適切な

関係を築くために相手意識をも

てるよう指導していきます。 

あたりまえのことであっても恥

ずかしく感じる子供もいます。

引き続き「ありがとう」の言葉を

気持ちよく交わせる学級風土を

醸成していきます。 

 

４ 子供は、夢や希望をもって

いる。 

５ 子供は、好きなことを続け

ることができる。 

６ 子供は、自ら考え、自分を表

現することができる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

先行き不透明な世の中であるか

らこそ、夢や希望をもつことの

大切なことです。ご家庭でも将

来について時には話題にしてい

ただくのもよいかと思います。 

好きなことだからこそ続けるこ

とができるので、教育活動を通

して多くのことに興味・関心が

高まるよう、教育活動の充実を

図ってまいります。 

自分を表現することが苦手な子

供もいます。自分の考えに自信

をもって表現できるよう授業展

開を工夫・充実させるよう努力

してまいります。 
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７ 子供は、目標に向かってチ

ャレンジすることができる。 

８ 子供は、家庭や地域を大切

にすることができる。 

９ 子供は、命や生き方を大事

にすることができる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

失敗を許しあえる学級風土、失

敗から学べる事があること、そ

して改善して再びチャレンジす

る大切さを時間できる教育活動

を目指してまいります。 

子供たちへの温かなかかわりが

家庭や地域を大切にする心の育

成につながっているようです。

学校も家庭・地域とのつながり

を一層大切にしてまいります。 

命の大切さを実感できるように

するだけでなく、よりよい生き

方を追求できるよう学校での道

徳教育に更に力を入れてまいり

ます。 

 

 

 

１０ 子供は、自分やまわりの

人のよさを知ることができる。 

１１ 学校は、子供たちの豊か

な人間関係を育んでいる。 

１２ 学校は、子供の学力を伸

ばす授業に取り組んでいる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では子供たちの自己肯定感

の低さが課題であると捉えてい

ます。自分のよさを発見し、自他

を大切にできる力を育む教育活

動の充実を図ってまいります。 

学校は子供たちの豊かな人間関

係を育んでいると多くの保護者

が捉えていただいております。

今後も特別活動を重視し子供た

ちの人間関係を豊かにします。 

学校は今まで以上に「主体的・対

話的で深い学び」を目指します。

全ての子供の学力を伸ばしてい

けるようよりよい授業づくりの

研修を充実していきます。 
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１３ 学校は、子供の心と体を

きたえる取り組みを行ってい

る。 

１４ 学校は、子供に寄り添う

学級づくりや教育相談を行って

いる。 

１５ 学校は、子供にとって安

全・安心な学校づくりに取り組

んでいる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍を抜け、体育的活動が

制限なく行えるようになりまし

た。心の教育と体力向上に向け

た教育をより一層充実させてま

いります。 

本校職員は一人一人の子供を大

切にする「子供発・子供着」の考

えをもって教育活動にあたって

います。引き続き子供たちに寄

り添った教育に取り組みます。 

今年度も警察官立ち合いの下、

不審者対応避難訓練を実施でき

ました。引き続き、交通安全指導

や避難訓練を充実させていきま

す。 

 

 

 

１６ 学校は、子供にとってよ

りよい環境整備に取り組んでい

る。 

１７ 学校は、子供の様子や教

育情報を積極的に発信してい

る。 

１８ 学校は、保護者や地域と

連携・協力した教育活動に取り

組んでいる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模改造工事後の快適な環境

を維持するため、清掃活動に力

を入れています。また、西小応援

団の協力のもと、除草作業やト

イレ清掃等行っていただき感謝

申し上げます。 

西小学校のホームページを活用

し、ほぼ毎日更新して教育活動

や校長の方針等の情報を発信し

ております。より見やすく分か

りやすいホームページとなるよ

うにしてまいります。 

保護者・地域の皆様に多くのご

協力をいただくことで教育活動

が滞りなく進んでおります。あ

りがとうございます。今後とも

引き続きのご協力をよろしくお

願いいたします。 
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【保護者の皆様のご意見について紹介・報告します。】 

 

＜保護者の方からいただいた意見を一部掲載します＞ 

・行事等で学校に伺う機会や、立哨当番等でいつも感じるのですが、

挨拶ができない子が非常に多いのがとても残念です。  

＜回答＞生活目標での取り組みや挨拶運動、年間を通しての挨拶励

行等で意識を高めてまいります。挨拶についてはぜひ各ご家庭でも

ご指導ください。 

 

・月末月初が仕事で忙しく月末近い週にある授業参観をなかなか見

ることができません。月中にしていただけると見に行けると思いま

す。  

＜回答＞懇談会で学期ごとの振り返りや長期休業の話が主となる

ため、どうしても月末近い週の実施になってしまいます。検討して

まいります。 

 

・防犯対策が不十分だと思う。  

＜回答＞避難訓練は適宜行っております。１月より授業中の昇降口

等の閉扉を行っています。児童の安全が保たれるよう今後も安全対

策を検討してまいります。 

 

・授業参観の時に、参観できる場所が後ろしかなく多くの親が廊下に溢れ出ていました。  

＜回答＞４０人学級の学年もあり、スペースが不足していることでご迷惑をおかけしているところです。

児童数の多いクラスについては年間１回でも特別教室等、比較的スペースにゆとりがあるところで授業

参観が実施できるように検討してまいります。 

 

・その場しのぎの指導が見受けられる。児童の将来のことを考えた教育をしてほしい。  

＜回答＞全教職員が児童に寄り添った指導、保護者の皆様にも信頼される指導を今後も心掛けてまいり

ます。 

 

・このアンケートが今後の学校活動等にどんな影響力があったかを書面でもよいので回答者の保護者に

説明する機会を設けてください。  

＜回答＞学校だよりや懇談会、ホームページ等で保護者の皆様にお知らせしてまいります。 

 

・校長先生の記事を毎日楽しみにしています。初めての小学校生活に心配していましたが、こういう様

子だったのかと知ることができて安心しました。毎日アップするのは大変だと思いますが、これからも

続けていただけると嬉しいです。  

＜回答＞楽しみにしていただきありがとうございます。このようなお言葉をいただけると励みになりま

す。今後も続けてまいりますので、ぜひご覧ください。 

 

・学校は人手不足でやりたくても出来ないという状況がある様に思います。  

＜回答＞人員が増えればありがたいことですが、今後も配属された教職員でよりよい教育活動ができる

よう努めてまいります。 

１９ 学校は、学校に対する評

価を充実させ、保護者や地域の

意向を反映した学校運営を支え

る体制を構築している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度の新設項目です。今後も

保護者や地域の意向を反映した

学校運営ができているとのご意

見を多くいただけるように改善

していきます。 
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・いろいろと学校の話をしてくれて学校が好きみたいで安心して通わせることができてます。  

＜回答＞今後も楽しく、自己有用感を高めていけるような教育活動を継続してまいります。 

 

・欠席の連絡がWEBになったのがとても助かっております。  

＜回答＞入力にご協力いただき、ありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。 

 

・毎日楽しく元気に登校しています。音楽会や授業参観でも、こどもの成長を実感することができ、先

生方の御指導のおかげと感謝しております。  

＜回答＞このような意見がより多くいただけるように、より充実した教育活動を工夫・展開できるよう

努めてまいります。 

 

 

 保護者の皆様からいただきました多くのご意見のうち、複数の方からいただいた同一意見等を一部掲

載させていただきました。いただいた意見を大切に、本校の教育活動の改善や来年度の教育課程の編成

等を進めてまいります。改善した点は、今後、学校だより・学年だよりや懇談会等で保護者の皆様にお

知らせできればと考えております。 

いただいたご意見について全てを早急に改善していくことが難しいものもありますが、保護者の皆様

のご要望やご期待に沿えるよう努力してまいりますので、今後とも本校の教育活動にご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

 

★次ページに児童のアンケート結果まとめがございます。そちらもご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

児童アンケート結果Ａそう思う Ｂだいたいそう思う Ｃあまりそう思わない Ｄそう思わない 

 

１ 学校に来るのが楽しみで

す。 

２ 友達や先生、地域の人にあ

いさつをすることができます。 

３ 友達の気持ちを考えること

ができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

本校職員は、どの子にも毎日楽

しく学校生活を送って欲しい

と願っています。子供たち一人

一人を大切にし、１５％の否定

的な考えの子を少しでも減ら

せるように努力します。 

多くの子供たちはあいさつがで

きていると感じています。あい

さつは本校の課題の一つです。

自分から率先して気持ちのよい

あいさつができる子供の育成を

目指していきます。 

自分のことを考えることで精一

杯で友達のことまで考えるには

至っていない子供が一定数いま

す。自分を大切にし、友達の気持

ちも考えられる力を育む教育を

引き続き行ってまいります。 

 

 

 

４ 「ありがとう」など感謝の言

葉が言えます。 

５ 将来の夢や希望がありま

す。 

６ 好きなことを続けることが

できます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝の言葉をなかなか素直に表

現できない子供もいます。あた

たかな言葉の大切さの指導を日

常生活の中でも充実させていけ

るようにします。 

将来への不安がある子供もいま

す。キャリア教育にも一層力を

入れて子供たちの夢や希望を育

くんでいける教育を充実させて

まいります。 

好きなことを続けることを難し

く感じている子供もいます。好

きなことだからこそ没頭できる

よう子供の関心・意欲を喚起さ

せる指導を続けます。 

 

 

 

49%

36%

9%
6%

44%

39%

14%

3%

50%

42%

7%

1%

75%

20%

4% 1%

64%

22%

7%
7%

70%

26%

3% 1%



 

 

 

７ よく考え、進んで自分の考

えを言えます。 

８ めあてに向かってあきらめ

ずに努力できます。 

９ 家族や地域の人が大切だと

思います。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

間違えを恐れたり、自信がない

ため自分の考えを言うことにた

めらいを感じる子供がいます。

互いに認め合える学級風土を作

り上げることに力を入れます。 

目標を達成した達成感を味わう

ことによって自己肯定感を高

め、努力の大切さを実感できる

よう指導の充実を今後も図って

まいります。 

家族や地域を大切にしようと思

う子供が多いです。家族や地域

を誇りに思う子供たちを育てら

れるよう指導してまいります。 

 

 

 

 

１０ すべての命を大切にで

きます。 

１１ 自分のよさや周りの人の

よさをみつけることができま

す。 

１２ こまったときは、先生に話

したり、相談したりすることがで

きます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

命の大切さは分かっているの

で、なぜ大切にしなくてはいけ

ないのか実感を伴った学びを

今後も充実させてまいります。 

どの学年においても「そう思わ

ない」割合が一定数あります。子

供たちの自己肯定感を高められ

るよう今まで以上に取り組みを

工夫改善してまいります。 

発達段階に応じて友達に相談し

たり、家族に相談したりすること

もありますがもっと教員に相談

できるような声がけ、学校の体制

づくりに努めます。 
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